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要旨 

  

感度解析システム実験（SOSE）手法に基づく観測システムシミュレーション実験

（OSSE）を用いて，超低高度衛星に搭載する将来の衛星搭載風ドップラーライダー（DWL）

のインパクトについて評価した。DWL観測値をシミュレートするために、疑似真値場（PT）

として風・気温などの現実的な大気データを計算し、これと整合的な毎時のエーロゾル・

雲も作成した。先行論文に詳述されているフル規格のライダーシミュレータを用いて、現

実的な視線方向の風観測値や、信号雑音比（SNR）、測定誤差などの観測品質情報をシミュ

レートした。データ同化においては、エーロゾルや雲が存在する場所で強まる後方散乱を

反映した平均 SNR に基づいて、高品質な DWL 観測を選択するよう品質管理（QC）処理

を開発した。さらに同化で用いる DWL観測誤差は、ライダーシミュレータで推定した観測

誤差を用いて計算した。 

極軌道及び熱帯軌道衛星に搭載した DWLの予報へのインパクトを、現業全球データ同化

システムを用いて調査した。全体的なインパクトや季節依存性を調べるため、データ同化

実験は 2010年１月と８月を対象として行った．極軌道，熱帯軌道いずれの衛星も、風や気

温の予報を概ね改善し、その改善量は１月実験の方が大きかった．予報誤差減少率は、熱

帯でほぼ２%に達した．しかし８月実験では南半球で改悪が見られ、観測誤差設定や QCに

まだ改善の余地があることを示唆している。極軌道と熱帯軌道の優劣はつけられず、これ

は熱帯での誤差成長の特性と関係していると考えられる。SOSE-OSSE 手法の限界や、例

えば単純化した観測誤差膨張設定に起因する DWL のインパクトの過小評価の可能性につ

いても議論している。 


